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われわれは、同軸配管式循環揚水法を用いて、地下水溶存ガス組成の連続観測を行っている。この方法は、水

位変化や湧水量と同時に地下水溶存ガスの観測を行うために考案されたものである。今回の報告では、御前崎 500m

井において、この方法による揚水が 1)地下水位、2)帯水層温度、3)溶存ガス組成、それぞれに対してどのような

影響を与えるかを詳細に検討する。 


